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１．評価者の指摘及び提言概要 

全体として研究目的を達成し政策的課題である容リプラスチックのマテリアルリサイク

ル促進に一定の貢献があった。基礎研究に関して、「新たな構造解析法の適用を検討する基

礎研究を行い、発現メカニズムを解明することを目的とした」と記載されているが、様々

な評価は行っているが、メカニズムの解明までには至っていないのではないか。先行研究

と比較したときに直接的な成果が分かりにくい。T-type が優れた特性を持つという成果は

わかるが、射出成形機を製作して、期待通りの性能が出たという所に留まるのか。内部構

造の評価を詳細化する基礎的な研究から、実用的高性能ペレット生産プロセスの開発研究

への展開を期待したい。環境省側からは、「政策に利用できる可能性が高い」という推薦で

ある。しかし、施策や政策立案に対して、具体的にどのような寄与が出来たのかが全く示

されていない。 

 

２．評点 

総合評点：Ｂ 


